
岐阜県バスケットボール協会主催大会における熱中症事故防止対策 

（ＧＢＡ熱中症ガイドライン） 

一般財団法人岐阜県バスケットボール協会 

 

一般財団法人岐阜県バスケットボール協会が主催する大会は、(公財)日本スポーツ協

会「熱中症予防運動指針」を踏まえ、熱中症事故防止対策を行い運営する。 

  夏季における大会は、できるだけエアコンの効く公共体育館で実施する、あるいはエアコ

ンのない体育館においては、熱中症事故防止対策に万全を期すこと。また、主管カテゴリー

の部会長を中心に、大会開催の可否や内容の変更および熱中症事故防止対策について協

議し、判断すること。 

  選手の生命･体調を第一優先とし、体調不良を訴えた選手や大会を棄権するチームに対

してもその判断を尊重すること。 

  各チームの責任者及びスタッフは、熱中症事故防止対策の知識を深め、万が一事故が

起きたときの対応ができるように、日頃より準備を怠らないこと。 

  参考情報は、(公財)日本スポーツ協会のＨＰ（https://www.japan-sports.or.jp）に

掲載されている。 

 

1 熱中症事故防止対策について 

暑熱環境下において大会を実施する場合は次の対策を行う。 

① 情報収集 

熱中症予防情報サイト（環境省ＨＰ：https://www.wbgt.env.go.jp）の活用や

ＷＢＧＴ測定器を用いて会場の暑さ指数を活動前、活動中にこまめに測定し記録す

るなど情報収集を行い、実施の可否を判断する。 

② 施設環境の整備 

空調設備の整備された会場の利用や送風機等を準備するなど、少しでも涼しくな

る環境を確保する。 

③ 競技規則やルールの変更等 

競技規則やルール変更（大会を中止した場合の上位大会出場チームの選考方法

等）、試合実施方法の変更等を事前に作成する。 

 

https://www.japan-sports.or.jp/
https://www.wbgt.env.go.jp/


④ 緊急体制の整備 

熱中症発症時に備えた設備･用具・スタッフ等の緊急体制を整える。 

⑤ 情報提供・注意喚起 

場内アナウンス等により暑熱環境についての情報提供、参加者への注意喚起（積

極的な休憩･水分・塩分補給等）。 

⑥ 安全教育の推進 

大会参加者自らが熱中症予防の適切な判断や行動が選択できるよう、日頃からチ

ーム責任者とともに安全意識の高揚を図る。 

 

2 暑熱環境下における具体的対応について 

（1） 活動場所のＷＢＧＴが 31℃以上（熱中症予防運動指針水準）の場合 

① 内容の変更または中止の検討 

大会中にこの水準を超えた場合は試合を一時中断し、大会継続について主管カ

テゴリーの部会長を中心に協議するとともに、内容の変更または中止を検討する。 

② やむを得ず、開催･継続する場合 

（注：「やむを得ず、開催･継続する場合」とは、日程･会場確保の都合等から中止

が困難な場合をいう。） 

・様々な資料を参考に十分な熱中症事故防止対策を講じる。 

・参加者に情報提供（例えば、ＷＢＧＴが 31℃を超えていることを周知するなどを 

行い、適切に休息、水分および塩分補給を行うように注意喚起を徹底するととも 

に、健康状態の確認･把握を行う。 

 ・熱中症リスクの高い選手（暑熱順化が不十分･体調不良等）は参加の取りやめ 

を検討する。 

 ・医療従事者の配置等、専門家を置く取り組みをする。 

（2） 熱中症特別警戒情報発表時 

熱中症特別警戒情報が発表さえた場合は、翌日の大会を中止する。 

（3） 熱中症発症時に備えた救急体制の具体例 

① 医療従事者（医師･看護師･救命士等）を配置する。配置できない場合は、救急対

応が速やかに行えるよう「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック（ＪＳＰＯ）」等

を大会役員に周知する。 



② 空調を完備した救護室を確保するなど、症状からの回復を促すための環境を準

備する。準備できない場合は、体を冷却する方法（氷などを体に当てながら扇風

機等で冷却する等）が行えるよう準備する。 

③ 水分および塩分を補給できるよう、経口補水液等を準備する。 

④ 意識障害がある場合、水分が摂取できない場合および意識障害がなく水分が摂

取できる状態であっても症状が改善しない場合には、速やかに救急車を要請す

る。 

（4） 大会参加者等への周知および指導について 

大会参加者等へ以下の事項について周知し、自らが体調管理等を行うことができ

るよう日頃から指導を行い、熱中症対策に対しての意識を高める。 

① 水分および塩分の適切な補給 

・運動中だけでなく、運動前や運動後においても適切に補給する。 

② 適切な休息 

・環境条件に応じて運動強度を調整し、適宜休息を取る。 

③ 適切な体温調整 

・軽装、衣服を緩めるなど、体温上昇を防ぐ。必要に応じ、頭部や首、手掌等の冷 

却など、積極的に身体冷却を行う。 

④ 適切な身体管理 

・疲労、睡眠不足、発熱、風邪、下痢など体調不良時には無理をしない。 

・体調不良を感じた場合にはためらうことなくチーム責任者等に申し出る。 

・チーム責任者は日常からの選手の体調を把握し、個人差を考慮して大会参加を 

決定する。また、暑さに慣れていない時期および選手についての判断は慎重に 

行う。 

 ・大会会場への移動および帰宅時も含めて、十分な熱中症予防対策を講じる。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


